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事

業

の

主

な

内

容

　
一
定
の
所
得
以
下
の
世
帯
の

方
を
対
象
に
、
中
学
３
年
生
・

高
校
３
年
生
ま
た
は
そ
れ
ら
に

準
ず
る
方
（
中
学
校
・
高
校
既

卒
者
、
高
等
学
校
卒
業
程
度
認

定
試
験
合
格
者
等
）の
学
習
塾
、

各
種
受
験
対
策
講
座
、
通
信
講

座
の
受
講
費
用
（
家
庭
教
師
を

除
く
）
や
、
高
校
・
大
学
等
の

受
験
料
の
貸
し
付
け
を
無
利
子

で
行
い
ま
す
。

　
な
お
、
お
子
さ
ん
が
高
校
・

大
学
等
に
入
学
し
た
場
合
は
、

手
続
き
を
す
る
こ
と
で
返
済
が

免
除
さ
れ
ま
す
。

申
請
期
限
　
平
成
31
年
２
月
８

日
（
金
）

貸
付
資
金
の
内
容

▼
学
習
塾
等
受
講
料
貸
付
金

対
象
　
中
学
３
年
生
・
高
校
３

年
生
ま
た
は
そ
れ
ら
に
準

ず
る
方

貸
付
限
度
額
　
20
万
円

貸
付
範
囲
　
対
象
と
な
る
学
習

塾
等
の
費
用
（
30
年
４
月
分

か
ら
の
費
用
が
対
象
）

※
学
習
塾
等
に
関
し
て
は
要
件

あ
り

▼

受

験

料

貸

付

金

（

高

校

受

験

料

）

対
象
　
中
学
３
年
生
ま
た
は
そ

れ
に
準
ず
る
方

貸
付
限
度
額
　
２
万
７
千
400
円

※
１
人
の
子
ど
も
に
対
し
て
１

度
限
り

貸
付
範
囲
　
対
象
と
な
る
高
等

学
校
等
の
受
験
料

※
４
回
（
校
）
分
の
受
験
料
ま

で
貸
し
付
け
可

※
１
回
当
た
り
の
受
験
料
は

２
万
３
千
円
ま
で

▼

受

験

料

貸

付

金

（

大

学

受

験

料

）

対
象
　
高
校
３
年
生
ま
た
は
そ

れ
に
準
ず
る
方

貸
付
限
度
額
　
８
万
円

※
１
人
の
子
ど
も
に
対
し
て
１

度
限
り

貸
付
範
囲
　
対
象
と
な
る
大
学

等
の
受
験
料

貸
付
対
象
と
な
る
学
校

　
学
校
教
育
法
に
規
定
す
る
高

等
学
校
、
特
別
支
援
学
校
、
高

等
専
門
学
校
、
大
学
、
短
期
大

学
、
専
修
学
校
、
各
種
学
校

※
中
学
３
年
生
の
場
合
は
、
専

修
学
校
、
各
種
学
校
は
貸
付

対
象
に
な
り
ま
せ
ん
。（
一

部
例
外
あ
り
）

利
用
で
き
る
方

　
次
の
①
〜
⑦
の
要
件
を
す
べ

て
満
た
す
方

①
世
帯
の
生
計
中
心
者
（
20
歳

以
上
）
で
あ
る
こ
と

受
験
生
チ
ャ
レ
ン
ジ
支
援
貸
付
事
業

世帯人数 ２人 ３人 ４人

一般世帯 ２７１万７千円以下 ３３４万３千円以下 ３８６万４千円以下

ひとり親世帯 ３０１万８千円以下 ３７８万８千円以下 ４４１万５千円以下

総収入の基準額（給与収入の場合）

※世帯人数とは、父母等養育者および１８歳未満（就労中の場合は
除く）または就学中（浪人生を含む）の子どもの人数を指します。

※賃貸物件にお住まいの場合は、年額上限８４万円（月額上限７万円）
を限度に、家賃支払額を総収入額から減額できる場合があります。

②
父
母
等
養
育
者
の
総
収
入
ま

た
は
合
計
所
得
を
合
算
し
た

金
額
が
一
定
基
準
以
下
で
あ

る
こ
と
（
下
表
）

※
事
業
所
得
等
が
あ
る
場
合
は

合
計
所
得
で
確
認
し
ま
す
。

③
世
帯
員
の
預
貯
金
等
資
産
の

保
有
額
が
600
万
円
以
下
で

あ
る
こ
と

④
土
地
、
建
物
を
所
有
し
て
い

な
い
こ
と
（
現
在
住
ん
で
い
る

場
所
の
土
地
、
建
物
を
除
く
。

不
動
産
所
得
が
あ
る
場
合
は
、

対
象
に
な
ら
な
い
場
合
あ
り
） 

⑤
都
内
に
引
き
続
き
１
年
以
上

在
住
（
住
民
登
録
）
し
て
い

る
こ
と

⑥
生
活
保
護
受
給
世
帯
の
世
帯

主
ま
た
は
世
帯
員
で
な
い
こ
と

⑦
暴
力
団
員
に
よ
る
不
当
な
行

為
の
防
止
等
に
関
す
る
法
律

第
２
条
第
６
号
に
規
定
す
る

暴
力
団
員
が
属
す
る
世
帯
の

子
育
て
ひ
ろ
ば
・
す
こ
や
か

「
冬
の
サ
ン
キ
ャ
ッ
チ
ャ
ー
を
作
ろ
う
！
」

　
キ
ラ
キ
ラ
光
る
ガ
ラ
ス
ビ
ー

ズ
な
ど
を
ワ
イ
ヤ
ー
に
通
し
、

オ
リ
ジ
ナ
ル
の
サ
ン
キ
ャ
ッ

チ
ャ
ー
を
作
り
ま
し
ょ
う
。

日
時
　
12
月
13
日
（
木
）　
午

前
10
時
30
分
〜
11
時
30
分

会
場
　
畑
中
保
育
園
す
こ
や
か

ル
ー
ム

対
象
　
未
就
学
児
と
保
護
者

費
用
　
１
作
品
500
円（
材
料
代
）

申
し
込
み
　
10
日
ま
で
に
電
話

☎
21
・
５
３

５
８
で
畑
中

保
育
園
へ

　
発
泡
ス
チ
ロ
ー
ル
を
芯
に
し

て
、
好
き
な
毛
糸
を
巻
き
、
デ

コ
レ
ー
シ
ョ
ン
。
星
や
リ
ボ
ン

を
付
け
て
、
自
分
の
リ
ー
ス
を

作
ろ
う
！

日 

時
　
12
月
８
日
（
土
）　
午

前
10
時
〜
午
後
１
時

会 

場
　
青
梅
市
民
セ
ン
タ
ー

キ
ッ
ズ
ル
ー
ム

対 

象
　
小
学
生
、
未
就
学
児
の

親
子

費
用
無
料
　
　
直
接
会
場
へ

※ 

混
雑
時
に
は
入
場
を
制
限
し

ま
す
。

問 

い
合
わ
せ
　
子
ど
も
家
庭
支

援
課
支
援
係

子
ど
も
サ
ロ
ン
・
す
き
っ
ぷ

「
ミ
ニ
ミ
ニ
ク
リ
ス
マ
ス
リ
ー
ス
づ
く
り
」

日 
時
　
12
月
13
日
（
木
）　
午

前
11
時
〜
11
時
45
分

※ 

子
育
て
ひ
ろ
ば
は
午
前
10
時

〜
午
後
３
時

会 

場
　
下
長
渕
自
治
会
館
２
階

大
広
間

対 

象
　
就
学
前
の
親
子
、
妊
娠

中
の
方
、
祖
父
母

出
演
　
鈴
木
　
萌
氏
　
ほ
か

費
用
無
料

直
接
会
場
へ

問 

い
合
わ
せ
　
長
渕
保
育
園
　

富
樫
☎
22
・
８
１
０
２
、
市

子
ど
も
家
庭
支
援
課
支
援
係

子
育
て
ひ
ろ
ば
・
と
こ
と
こ

マ
マ
キ
ラ
キ
ラ
隊
「
チ
ア
ダ
ン
ス
」

生
涯
学
習
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

　

～
釜
の
淵
新
緑
祭
２
０
１
９
～

　
　

出
演
団
体
・
公
募
実
行
委
員
の
募
集

出

演

団

体

の

募

集

　
生
涯
学
習
の
活
動
を
し
て
い

る
団
体
・
サ
ー
ク
ル
の
皆
さ
ん

は
、
日
頃
の
練
習
の
成
果
を
ぜ

ひ
披
露
し
て
く
だ
さ
い
。

日 

程
　
平
成
31
年
５
月
11
日

（
土
）、
12
日
（
日
）

会 

場
　
釜
の
淵
公
園
と
周
辺
施

設
募 

集
団
体
・
内
容
　
団
体
・
サ
ー

ク
ル
に
よ
る
楽
器
演
奏
、

コ
ー
ラ
ス
、
踊
り
な
ど

※ 

１
団
体
１
時
間
以
内（
準
備
・

片
付
け
時
間
を
含
む
）
で
披

露
で
き
る
も
の

費
用
無
料

※
運
搬
費
等
は
各
団
体
で
負
担

運 

営
　
各
団
体
１
人
以
上
の
実

行
委
員
と
生
涯
学
習
推
進
市

民
会
議
委
員
で
結
成
す
る
実

行
委
員
会

申 

し
込
み
　
12
月
17
日
ま
で
に

社
会
教
育
課
（
市
役
所
３

階
）、各
市
民
セ
ン
タ
ー
等
で

配
布
す
る
出
演
申
込
書
（
市

教
育
委
員
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
）
に

必
要
事
項
を
記
入
し
、
フ
ァ

ッ
ク
ス
FAX
22
・
９
８
３
５
、

電
子
メ
ー
ル

d
iv7
0
5
0

@
city.om

e.tokyo.jp

ま

た
は
直
接
社
会
教
育
課
へ

公
募
実
行
委
員
の
募
集

対
象
　
高
校
生
以
上

募
集
人
数
　
若
干
人

申 

し
込
み
　
12
月
17
日
ま
で
に

住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
、

性
別
を
電
話
、
フ
ァ
ッ
ク
ス

FAX
22
・
９
８
３
５
ま
た
は
電

子
メ
ー
ル

d
iv7
0
5
0
@
c

ity.om
e.tokyo.jp

で

社

会
教
育
課
へ

　
更
科
源
蔵
の
詩
に
廣
瀬
量
平

が
作
曲
し
、
１
９
７
７
年
に
文

化
庁
芸
術
祭
優
秀
賞
を
受
賞
し

た
「
海
鳥
の
詩
」
を
取
り
上
げ

ま
す
。
ま
た
、
ア
ニ
メ
ソ
ン
グ
、

ヒ
ッ
ト
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
の
中
か

ら
皆
さ
ん
が
お
な
じ
み
の
曲
を

選
り
す
ぐ
っ
て
お
届
け
し
ま
す
。

日 

時
　
12
月
16
日
（
日
）　
午

後
２
時
開
演
（
１
時
30
分
開

場
）

会
場
　
羽
村
市
生
涯
学
習
セ
ン

タ
ー
ゆ
と
ろ
ぎ

曲
目
　
混
声
合
唱
組
曲
「
海
鳥

の
詩
」
…
オ
ロ
ロ
ン
鳥
、
エ

ト
ピ
リ
カ
、
海
鵜
、
北
の
海

鳥
▽
ア
ニ
メ
曲
集
…
ム
ー
ン

ラ
イ
ト
伝
説
、
Ｌ
Ｅ
Ｔ
　
Ｉ

Ｔ
　
Ｇ
Ｏ
―
あ
り
の
ま
ま
で

　
ほ
か

指
揮
　
及
川
　
慎
氏
、
金
子
泰

郎
氏

ピ
ア
ノ
　
藤
波
結
花
氏

入
場
無
料
（
全
席
自
由
）

主
催
　
市
教
育
委
員
会

そ
の
他
　
駐
車
台
数
に
限
り
が

あ
り
ま
す
の
で
、
な
る
べ
く

公
共
交
通
機
関
を
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

直
接
会
場
へ

問
い
合
わ
せ
　
社
会
教
育
課

青
梅
市
民
合
唱
団
第
53
回
定
期
演
奏
会

世
帯
員
で
な
い
こ
と

※
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

申
し
込
み
　
直
接
福
祉
総
務
課

庶
務
係
（
市
役
所
３
階
）
へ

Ｅ
Ｄ
16
形
式
一
号
電
気
機
関
車
が

国
の
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
ま
し
た

子育て・教育スポーツ・観光・文化

　
郷
土
博
物
館
お
よ
び
旧
宮
崎

家
住
宅
で
は
、
文
化
財
解
説
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
フ
ロ
ア

ト
ー
ク
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
機
会
に
、
郷
土
博
物
館

に
立
ち
寄
り
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
説
明
と
と
も
に
郷
土
の
歴
史

の
一
端
に
触
れ
て
み
ま
せ
ん

か
。

日 

時
　
12
月
15
日
（
土
）、
平

成
31
年
１
月
13
日
（
日
）　

午
後
１
時
ご
ろ
〜
３
時
ご
ろ

　
わ
く
わ
く
、
ど
き
ど
き
、
楽

し
い
マ
ジ
ッ
ク
シ
ョ
ー
。
可
愛

い
お
子
さ
ん
も
出
演
し
ま
す
。

日 

時
　
12
月
15
日
（
土
）
午
前

11
時
〜
11
時
40
分

会 

場
　
永
山
ふ
れ
あ
い
セ
ン

タ
ー
多
目
的
ホ
ー
ル

出
演
　
手
品
サ
ー
ク
ル
　
羽

費
用
無
料

直
接
会
場
へ

問 

い
合
わ
せ
　
子
ど
も
家
庭
支

援
課
支
援
係

キ
ッ
ズ
ぱ
〜
く
「
マ
ジ
ッ
ク
シ
ョ
ー
」

会 

場
　
郷
土
博
物
館
、
旧
宮
崎

家
住
宅

講 

師
　
青
梅
市
文
化
財
解
説
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア

費
用
無
料

そ 

の
他
　
当
日
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
が
待
機
し
て
い
ま
す
の
で

気
軽
に
お
声
か
け
く
だ
さ
い
。

直
接
会
場
へ

問 

い
合
わ
せ
　
郷
土
博
物
館
☎

23
・
６
８
５
９

文
化
財
解
説
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る

フ
ロ
ア
ト
ー
ク

お
ひ
さ
ま
広
場

「

ク

リ

ス

マ

ス

ミ

ニ

コ

ン

サ

ー

ト

」

日 

時
　
12
月
22
日
（
土
）　
午

後
１
時
30
分
〜
２
時
10
分

会 

場
　
東
青
梅
市
民
セ
ン
タ
ー

お
ひ
さ
ま
広
場

対
象
　
乳
幼
児
と
保
護
者

内 

容
　
木
の
オ
カ
リ
ナ
と
ア

コ
ー
ス
テ
ィ
ッ
ク
ギ
タ
ー

に
よ
る
コ
ン
サ
ー
ト

出
演
　
金
子
家
〜house

〜

費
用
無
料
　
　
直
接
会
場
へ

問
い
合
わ
せ
　
東
青
梅
市
民
セ

ン
タ
ー
お
ひ
さ
ま
広
場
☎

78
・
４
７
２
５
、
市
子
ど
も

家
庭
支
援
課
支
援
係

　
Ｅ
Ｄ
16
形
式
一
号
電
気
機

関
車
は
、
鉄
道
省
が
民
間

と
共
同
設
計
し
、
小
型
の

勾
配
線
・
貨
物
列
車
用
電

気
機
関
車
と
し
て
昭
和
６

（
１
９
３
１
）
年
に
製
造
さ

Ｅ
Ｄ
16
形
式
一
号
電
気
機
関
車
が

国
の
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
ま
し
た

れ
ま
し
た
。

　
こ
の
車
両
は
青
梅
線
や

五
日
市
線
な
ど
で
石
灰
石

を
積
ん
だ
貨
車
を
け
ん
引

し
て
活
躍
し
た
の
ち
、
昭

和
55
（
１
９
８
０
）
年
に

廃
車
と
な
り
、
現
在
は
青

梅
鉄
道
公
園
（
勝
沼
２
―

155
）
に
保
存
・
展
示
さ
れ

て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
お

出
か
け
く
だ
さ
い
。

指 

定
日
　
平
成
30
年
10
月
31

日
問 

い
合
わ
せ
　
青
梅
鉄
道
公

園
☎
22
・
４
６
７
８
、
市

郷
土
博
物
館
☎
23
・
６
８

５
９


